
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 次世代自動車（HV、EV、FCV）は、動力源が従来の内燃機関から電気になるため、構成部品も変化する。燃費効率向上
によるCO2の排出削減は基本要求であり、そのため金属部品を代替し、自動車の軽量化を促進する樹脂部品の採用が増加
する見通しである。 

 また、電気系部品のハウジングにプラスチックが多く使用されるようになる。これらの材料は、電気的特性、耐熱性、耐
湿熱性などに優れることが求められ、主にエンプラ系材料が使用されている。この他、強度が要求される水素タンクや
FCスタックなどでCFRPが採用されるなど、個別部品における材料開発の進展も著しい。 

 本セミナーでは、次世代自動車の普及により変わろうとしている樹脂部品の採用動向、樹脂部品の特性と用途別の開発事
例をひもとき、今後の需要見通しを徹底解説する。 

 

 
１．次世代自動車のプラスチック部品の材料開発の課題と現状 

講 師 大庭敏之 氏  元日産自動車材料技術部 

プログラム 
 次世代自動車は電動化ともいえる。電動化はエネルギー効率向上に直結する。しかし、電動

化は重量増加につながりやすくその分で軽量化が求められる。その切り札として期待されて
いるのがCFRPである。ここでは電動化、軽量化に対する現状と課題について解説する。 

10:30～12:00 
（質問等含） 

２．ＰＥＥＫ材を用いた自動車分野への採用・検討事例と最新の加工技術及び材料開発 

講 師 澤田克己 氏  ダイセル・エボニック（株） 新事業開発部 シニアマネージャー 

プログラム 

 欧州における採用例や国内における開発トレンドなどをご紹介させていただくことに
より受講者の方々へ最新の情報を提供させていただく。 

・ダイセル・エボニックのご紹介 
・ＰＥＥＫの特徴 
・航空機、医療分野におけるＰＥＥＫ事例 
・自動車分野におけるＰＥＥＫ事例 
・ＰＥＥＫの材料開発、工法開発（熱可塑性コンポジット）のご紹介 

13:00～14:20 
（質問等含） 

３．電気自動車対応で拡大する樹脂材料部品と加工技術 
講 師 安田武夫 氏 安田ポリマーリサーチ研究所 所長  

プログラム 

 次世代自動車向けの新規樹部品の開発が進んでいる。本講演では個別部品の開発・採用事例
を紹介するとともに材料開発と需要動向を解説し、また部品開発を支える成形加工、二次加
工技術の開発動向を解説する。 

・電気自動車向けの樹脂部品の開発・採用動向（内装部品、外装・外板部品、アンダーフ
ード、燃料系部品、電装部品、次世代車(EV、HEV、FCVなど)の新規部品 

・材料開発動向（各種材料の新グレード） 
・最近の成形加工技術・成形法の開発事例および二次加工技術の開発動向 
・自動運転、衝突安全性などを実現するセンサーの開発動向 

14:30～15:35 
15:45～16:50 
（質問等含） 
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